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H22 第１回 作用・影響評価検討部会 

10.10.27 

 参考資料 ２  

 
平成 22 年度化学物質の内分泌かく乱作用に関連する報告の信頼性評価作業班 

設置要綱 
 

１．目的 
平成 22 年７月に公表した「化学物質の内分泌かく乱作用に関する今後の対応

-EXTEND 2010-」に基づき、環境省が実施する作用･影響評価事業においては試験対象

物質選定関連作業を行うこととしている。その際には、化学物質の内分泌かく乱作用に

関連する報告について客観性が担保できる専門家による信頼性評価を行うこととしてい

る。この信頼性評価を実施するため「化学物質の内分泌かく乱作用に関連する報告の信

頼性評価作業班」（以下「作業班」という。）を設置する。 
 
２．検討内容 

環境省が実施する「化学物質の内分泌かく乱作用に関する総合的調査･研究業務」にお

いて文献検索が行われた報告について、信頼性評価を実施する。「化学物質の内分泌かく

乱作用に関連する報告の信頼性評価作業班会議」を開催し、信頼性評価結果について検

討・取りまとめを行い、検討結果を「作用・影響評価検討部会」に報告する。 
 
３．組織等 
 
（１）作業班は、化学物質の内分泌かく乱作用に関する知見を有する学識経験者で、別表

に掲げる委員及び事務局をもって構成する。 
（２）作業班に委員の互選による座長を１名置く。 
（３）作業班に座長が委員の中からあらかじめ指名する座長代行を 1 名置く。 
（４）座長代行は、作業班の座長に事故がある場合には、その職務を代行する。 
（５）作業班会議において特別な事項を検討する必要がある場合には、必要に応じて学識

経験者等、検討事項に関連ある者を参考人として出席させることができる。 
（６）作業班の事務は、環境省環境保健部環境安全課及び日本エヌ・ユー・エス株式会社

において処理する。 
 

４．期間 
承諾日から平成２３年３月３１日までとする。 
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（別表） 
 

EXTEND2010 化学物質の内分泌かく乱作用に関連する報告の 

信頼性評価作業班委員名簿 
（敬称略） 

氏 名 所属・役職 

原 彰彦 
（座長） 

北海道大学 大学院 水産科学研究院 研究院長 
 

有薗幸司 熊本県立大学 環境共生学部 食健康科学科  
教授 

井口泰泉 自然科学研究機構 岡崎統合バイオサイエンスセンター 
生命環境研究領域 教授 

今井秀樹 東京医療保健大学 東が丘看護学科  
教授 

今川正良 名古屋市立大学大学院 薬学研究科 創薬生命科学専攻 
分子生物薬学分野 教授 

岩田久人 愛媛大学 沿岸環境科学研究センター 生態毒性解析分野 
教授 

太田 茂 広島大学 大学院医薬学総合研究科  
生体機能分子動態学研究室 教授 

門上希和夫＊ 北九州市立大学 国際環境工学部 エネルギー循環化学科 
大学院 国際環境工学研究科 環境システム専攻 教授 

鯉淵典之 群馬大学大学院 医学系研究科 応用生理学分野  
教授 

那須民江＊ 名古屋大学大学院 医学系研究科 環境労働衛生学専攻 
教授 

鑪迫典久 国立環境研究所 環境リスク研究センター 環境曝露計測研究室

主任研究員 
米元純三 国立環境研究所 環境健康研究領域  

子供の検討と環境に関する全国調査コアセンター 
NIES フェロー 

渡邉 肇 大阪大学大学院 工学研究科 生命先端工学専攻  
教授 

＊新任 


